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「地震・火山災害に備える 近畿圏の場合も含めて」



沿岸災害研究分野について

海面を吹く風により発生
頻度：数年～数十年に一度
現象：波動現象（短波）＋
大気との相互作用

B

海面を吹く風と気圧低下に
より発生
頻度：数十年に一度
現象：波動（長波）＋流れ

C

海溝軸，もしくは断
層上においてMw7.5
以上の地震が起こる
と発生する場合があ
る
頻度：100～1000年
に一度
現象：波動現象
（長波）
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どこで?
強度は?
頻度は?



本日の内容

1. 津波とは？どのような特徴をもつ波？

2. 近畿圏で想定される津波災害は？

3. 津波災害から社会を守るために行われている研究

とは？



津波とは

防災研ウェブサイトより



津波の発生要因

• 地震，海底地すべり，隕石など．今回は地震に着目

防災研ウェブサイトより



日常的に見られる水面の波



水粒子の円（楕円）運動

小

大

半径



何が波の特性を決める？
波長 L

水深 h

（全）振幅 A

周期 T

L, T, h はそれぞれ相互関係を持ち、
独立に定めることができない
（参考）振り子の周期



海底を感じない波と
海底を感じる(?)波

深海波：風波など 極浅海波，長波：津波，高潮など



長い波の（位相）速度

c：波の山が伝播する速度

：重力加速度

：水深

楕円の長径は深さに依らない

水深 4000 mなら

c = 220 m/s = 800 km/h 

水深 10 mなら

c = 10 m/s = 36 km/h 



到達時間の予測

重力加速度は地球上ではほぼ一定→伝播速度は水深で決まる



水深が変化すると…

個々の波の後ろ側が前側に追いつく→波が高くなる



ここまでのまとめ

•津波は波長・周期が長い「長波」に分類され，風波とは異

なる特性をもつ

•長波は海底を感じる（水深の影響を受ける）波，伝播速度

はほぼ水深のみに依存

•水深分布から津波の到達時間を概ね予測可能

•浅い場所へ津波が進行するにつれて波が高くなる



本日の内容

1. 津波とは？どのような特徴をもつ波？

2. 近畿圏で想定される津波災害は？

3. 津波災害から社会を守るために行われている研究

とは？



東海・東南海・南海域の地震

（地震調査研究推進本部，2013）



いつ，どこで発生するかはわからない

（内閣府中央防災会議，2013）

「起こりうる」とする地震を複数想定



津波の伝播を計算（数値シミュレーション）



https://disaportal.gsi.go.jp/



https://disaportal.gsi.go.jp/



発生場所がわかれば，到達時間は概ね予測可能

• トラフ軸付近で津波が発生

すると，大阪湾の湾奥部に

到達するまで90分はかかる

• 外洋に面した地域では大阪

湾沿岸よりも早く到達する



ここまでのまとめ

• 1つの震源域に着目しても，あらゆるパターンの地震が発

生しうる

•地震の規模・時期・詳細な位置を予め知ることは，少なく

とも現時点では不可能

•起こりうる地震を複数想定し，津波計算が行われる

•大阪湾の内部は地震が発生してから津波が到達するまでに

時間を要する．→避難できる



本日の内容

1. 津波とは？どのような特徴をもつ波？

2. 近畿圏で想定される津波災害は？

3. 津波災害から社会を守るために行われている研究

とは？



いつ，どこで発生するかはわからない
が，堤防高さや避難計画等は何らかの基準で定めなければ…

内閣府中央防災会議(2011)
東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会報告

レベル２
住民等の生命を守ることを
最優先，海岸保全施設等に
過度に依存しない

レベル１
人命保護に加え、住民財産
の保護、地域の経済活動の
安定化、効率的な生産拠点
の確保



「最大クラスの」／「比較的頻度の高い」津波と
はどれくらいなのか？

津波高さ，浸水深 (m)
(年

)発
生
確
率

手法A
手法B
手法C

確率0にはならない



震源だけではない，多様な不確実性
1. 震源・波源

2. 津波の外洋伝播

3. 陸地への遡上・氾濫

Stochastic source 

modelling

Tsunami modelling

波源の不確実性

被害の不確実性



浸水した津波の挙動予測の課題



あらゆる不確実性のうち
何が，どこで津波に大きく影響するのか？

Goda, Yasuda, Mori and Mai (2014)



来たる大地震・津波に向けて

現状のリスク分析

既存施設の評価

沖防波堤沖防波堤

防波堤強化防波堤強化

避難所増設避難所増設

避難経路確保避難経路確保

脆弱地域の洗い出しと
その原因の追究

予測のばらつき

総合的な減災対策と科学的な効果の検討が必要



おわりに
図やアニメーションの一部は，

公開しているプログラミング

コードから生成可能
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